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目 的　 シ ョ ウ ガ プ ロ テ ア ー ゼ に よ る 筋 原 繊 維 た ん 白 質 の 分 解 は 、 シ ョ ウ ガ に よ る 肉 軟 化

の 一 因 で は あ る が 主 要 因 と は 考 え にく い ※ 。 今 回 は ス ネ 肉 等 に 多 く 含 ま れ る と さ れ 、 食 肉

の や わ ら か さ へ の 影 響 も 大 き い と 考 え ら れ る コ ラ ー ゲ ン に 対 す る シ ョ ウ ガ プ ロ テ ア ー ゼ の

影 響に つ い て 検 討 し た 。

方 法　 試 料と し てNaga  i ら の 方 法 に よ り 調 製 し たTypel コ ラ ー ゲ ン と 、 メ ル ク 社 製 ク ロ

マト グ ラ フ 用 バ イ ト パ ウ ダ ー を 使 用し た 。　Typel コ ラ ー ゲ ン ま た は バ イ ト パ ウ ダ ー に シ ョ

ウ ガ 汁 を 加 え 、2  5 °Cに て 反 応を 行 一つ だ 。 反 応 終 了 後 、T    C    k   可 溶 区 分 に つ い て 加 水 分 解 を

行 い 、Woessner 法 に て ハ イ ド ロ キ シ プ ロ リ ン 量 を 、Ninhydrin 法 に て 遊 離 ア ミ ノ 酸 を 定 量

し た 。　Typel コ ラ ー ゲ ン の 分 解 の 過 程 はNaga  i ら の 方 法 に 従 い 、8     M 尿 素 含 有S     D    S ポ リ

ア ク リ ル ア ミ ド ゲ ル電 気 泳 動 法 に よ り 検 討 し た
○　　　　　　　　　　・

結 果　Typ  e I コ ラ 、一 ゲ ン に シ ョ ウ ガ 汁 を 作 用･さ せ た 場 合 、 遊 離 ア ミ ノ 酸 量 は 著 るし く 増

加し た に も か か わ ら ず 、 ハ イド ロ キ シプ ロ リ ン 量 は ほと んど 増 加 し な か っ た 。 一 方 、 バ イ

ト パ ウ ダ ー に シ ョ ウ ガ 汁 を 作 用 さ せ た 場 合 に は 、 遊 離 ア ミ ノ 酸 、 ハ イド ロ キ シプ ロ リ ン 量

共 に 増 加 する こ と が 認 め ら れ た 。　ま た 、電 気 泳 動 に よ る 結 果 か ら 、Type  I コ ラ ー ゲ ン のt

．p 鎖 は シ ョ ウ ガ 汁 添 加 に よ り ＆ 鎖 及 び そ れ 以 下 の 低 分 子 物 質･へ と 移 行 す る こ と も 認 め ら

れ た 。

※ 家 政 誌　 第34 巻　　Ｐ 79　C    1983 )


